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平成27年度事業報告書 

 

Ⅰ．事業の状況 

 

設立から 1年半余り。公益財団としての基盤固めはでき、事業活動についても、

内閣府申請のすべてのテーマがおおむね順調に立ち上がり、ひととおりの活動実績

が積みあがっている。 

 

平成27年度の主な事業実績 

 

１．自主事業  

１）子どもの安全・安心を守るための活動 

（１）安全プログラム開発 

・低学齢対象「子どもの安全・安心冊子」→全国普及（配布実績約 3.3 万部） 

・講師用プログラムの開発→2016 年 3月完成 

 

（２）防災プログラム開発 

・（株）ベネッセコーポレーション＜こどもちゃれんじ＞の制作協力にて「防

災紙芝居」制作。震災 5年目の節目に全国の保育園・幼稚園向け普及→2月

下旬リリース、3月末頃から順次お届け 

 

（３）12月専用サイト「子どもの安全サポーターズひろば」オープン 

   

２）重い病気や障がいを抱える子どもの学習の支援 

 （１）院内学級学習支援 

・国立成育医療研究センター様 連携ＰＪ実施→コミュニケーションロボット

を活用した学習モデル作り 

 

（２）発達障がい支援 

・支援サイト構築→6月カットオーバー、3月コンテンツ拡充 

・次年度リアルな場づくり準備 

 

３）グローバル社会を生きる子どもの学び支援 

（１）就学前対象：NPOグッドネーバーズ・ジャパン様との共催による 

「ちびっこおえかきコンテスト」実施 

→全国 83園 1,715 作品応募 → 2/27 表彰式実施 
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（２）高校生対象：社）全国高校英語ディベート連盟様との連携枠組みづくりと 

 活動プランニング。世界大会派遣日本代表チームの選抜と初期育成 

 

２．助成事業  

１）重い病気を抱える子どもの学習支援活動助成 

 重い病気や障がいを抱える子どもの学びへの意欲向上や学習の支援を行う団体

の活動を対象に助成を行った。 

  助成件数 7 件 

   助成総額 10,915,626 円 

 

２）経済的困難を抱える子どもの学習支援活動助成 

 経済的困難を抱える子どもの学習環境整備や学びの機会づくりを行う団体の活

動を対象に助成を行った。 

  助成件数 13 件 

   助成総額 20,466,026 円 

 

３）災害地の子どもの学びや育ちの支援活動助成 

 東日本大震災で大きな被害をうけたエリアの子どもたちの育ちや学びを支援す

る団体の活動を対象に助成を行った。 

  助成件数 10 件 

   助成総額 18,033,840 円 

＊3月の理事会では 11件 18,583,137 円で承認をいただいたが、その後対象の 1

団体から辞退の申し出があり修正を行った。 
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平成27年度決算報告書（平成 27年 4月１日～平成 28 年 3月 31日） 
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Ⅲ． 
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Ⅳ．附属明細書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載しているため、省略する。

２．引当金の明細

引当金が存在しないため省略する。

附属明細書



- 10 - 

 

※ 「監査報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




